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澁谷内閣審議官による記者ブリーフィングの概要 
 
日時：平成２７年４月２４日（金）１７：３５～１７：５５ 

場所：内閣府 

 

【冒頭発言】 

今回の首席交渉間会合は現地ではナショナルハーバー会合と言われているよ

うである。ワシントンＤＣ郊外のメリーランド州のナショナルハーバーという

巨大再開発をした場所の大きなホテルが会場。２３日の午後１時半からスター

トして、初日は７時半までやった。鶴岡首席交渉官は２１日１１時にここを発

って、２２日は１か国とバイの協議を行い、２３日は午前中と夜に３か国の首

席と会談を行った。首席交渉官会合の全体会議冒頭、ＴＰＡが進んでいるとい

う話が米国からあった。日本、鶴岡首席からは先日フロマン代表が日本に来

て、課題は残っているが日米協議は進展したという話をした。 

その後、知的財産からはじまった。今回、ワーキンググループという形はど

の分野もやっていない。知財、投資、ＭＡ（物品、ＮＣＭ）、原産地規則など

の交渉官が集まっているが、彼らは従来のような１２か国の WGはやらず、バ

イや少数国会合を別室でやっている。そういう意味で今までと少し違うパター

ン。知財の議論は、首席と知財の交渉官で、ＣＮ＋１の方式で始まった。知財

については、閣僚にあげる政治イシューとそうでないイシューがあるが、閣僚

にあげずに済ませたい案件はナショナルハーバーにいる間に何とか整理した

い、閣僚の判断を仰ぐ案件についても、最低でもどういうあげ方をするかをこ

こで整理したいということで、２３日に始まったばかりだが、最終日の２６日

に首席に報告するということになった。また、物品市場アクセスのテキストを

ざっとさわり、テクニカルな案件で各国調整の必要があるものについて議論を

行い、引き続き関係国でよく調整して、最終日に首席に戻そうということにな

った。 

２４日，２５日は、午前中は特定テーマについてバイの協議や少数国の協議

にあてるということで、首席会合は午後から開催することを決めた。最終日は

朝から知財をやるというところまで初日に決めたということである。 

大江代理については、今日飛行機でワシントンに向かった。まだ日程ははっ

きりとは決まっていないが、日米事務レベル協議を続けるほか、せっかくワシ

ントンに行くので、他の首席と協議することも考えられるが、これから日程調

整するということになると思う。 

今回は土日がはさまるので今日はこんな感じだが、２～４日目どうだった

か、月曜の夕方にまとめてブリーフィングする。 
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【質疑応答】 

（記者）大江・ヴェッターの協議は長くても首脳会談までか。 

（澁谷審議官）何も決まっていない。 

 

（記者）首脳会談を目指してということではないのか。 

（澁谷審議官）関係ない。 

 

（記者）森・カトラーの協議は終わったのか。 

（澁谷審議官）東京でやったが、ワシントンへ行くかは聞いていない。東京で

２日間やったのは聞いている。 

 

（記者）知財の閣僚マターと事務レベルマターは区分けできているのか。 

（澁谷審議官）だいたいできていると思う。 

 

（記者）では事務レベルマターを中心に議論しているのか。 

（澁谷審議官）大体そうだと思う。ただ、実際やってみると事務レベルだと思

っていたものが閣僚マターになるということはよくある。 

 

（記者）ＴＰＡ法案のなかにマレーシアを除外するような項目があるというこ

とだが、政府の見方は。 

（澁谷審議官）米国政府が何も言っていないのに自分が何か言うのも変だが、

事実関係はまだよくわからない。事前に上院の財政委員会にかけられた修正案

の内容は見ることができたが、あまり詳しく書かれていなかった。ちなみに下

院では、この修正案は採択されていないようなので、いずれにしても、今後調

整がなされることになると報道されている。現時点で言えることは、修正案そ

のものが今後米国でどう処理されるか予見できないということである。 

 

（記者）ＴＰＡ法案が委員会で通ったことが首席交渉官会合に影響しているの

か。 

（澁谷審議官）交渉官はあまり顔色に出さない。「これで安心して譲歩できる

ようになった」と米国に対していう交渉官はいない。 

 

（記者）ＴＰＡの今後のスケジュール感は。予想したより早いテンポで進んで

いると受け止めていいのか。５月初めくらいに通るということになれば、５月

中に閣僚会合もできるということか。 
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（澁谷審議官）あくまでも米国の報道ぶり等から伺い知れることとしてだが、

最初法案提出する前に時間が随分かかっているので心配した向きもあるが、ハ

ッチ委員長の関係者などは、事前にこれだけ調整しているのだから、提出後の

委員会通過は早いと思っていたようだ。ただ、本会議は上院も下院も、米国は

日本と違って党議拘束などはない国なので、本会議での票読みが難しいという

のはよく言われている話である。 

 

（以上） 


